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上毛野はにわの里公園

高崎の観光再発見
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東国文化が花開いた上毛野国　

古のまほろばを訪ねて古のまほろばを訪ねて
千年の伝説、歴代高崎藩主が引き継いだ水路〈長野堰〉千年の伝説、歴代高崎藩主が引き継いだ水路〈長野堰〉
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■
古
代
へ
の
扉
を
開
く

保ほ

ど

た
渡
田
の
復
元
古
墳

　

群
馬
県
は
全
国
で
も
有
数
の
古
墳

県
で
す
。
出
土
品
の
内
容
な
ど
か
ら

高
度
な
古
代
文
化
の
存
在
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
榛
名
山
東
南
麓
に

も
多
く
の
古
墳
が
あ
り
、
中
で
も
高

崎
市
保
渡
田
町
・
井
出
町
に
ま
た
が

る
田
園
に
あ
る
井い

で出
二ふ

た
ご
や
ま

子
山
古
墳
・

八は
ち
ま
ん幡
塚づ
か

古
墳
・
薬
師
塚
古
墳
の
3
古

　古代東国文化発祥の地である群馬県。かつては「毛野」から始まり　古代東国文化発祥の地である群馬県。かつては「毛野」から始まり　古代東国文化発祥の地である群馬県。かつては「毛野」から始まり
「上毛野国」、また大宝律令の制定（701年）の頃からは「上野国」と記「上毛野国」、また大宝律令の制定（701年）の頃からは「上野国」と記
され、呼び名も表記の変化と共に「かみつけのくに」もしくは「かみつされ、呼び名も表記の変化と共に「かみつけのくに」もしくは「かみつ
けぬ（の）くに」「かみつけの（の）くに」そして「こうづけのくに」へとけぬ（の）くに」「かみつけの（の）くに」そして「こうづけのくに」へと
変わっていったようです。変わっていったようです。
　群馬という地名は、榛名山東南麓に居住していた　群馬という地名は、榛名山東南麓に居住していた車

くるまもち

持氏を起源とする
学説があり、後に「学説があり、後に「車

くるまのこおり

評」から「群
くるまのこおり

馬郡」に改定したことに由来しま
す。赤城山・榛名山が並んで長いすそ野を広げ、その間を南東に向かっす。赤城山・榛名山が並んで長いすそ野を広げ、その間を南東に向かっ
て流れる利根川。その西岸に「国府」・「国分寺」が置かれ、官道「東山て流れる利根川。その西岸に「国府」・「国分寺」が置かれ、官道「東山
道」が整備されました。道」が整備されました。
　この地域は、1500年前に古代の王が国を拓いたところでもあり、土　この地域は、1500年前に古代の王が国を拓いたところでもあり、土
壌が豊かで、今では国府白菜や国分にんじんなどブランド野菜をはじ壌が豊かで、今では国府白菜や国分にんじんなどブランド野菜をはじ壌が豊かで、今では国府白菜や国分にんじんなどブランド野菜をはじ
め、甘みのあるおいしい野菜の産地でもあります。め、甘みのあるおいしい野菜の産地でもあります。
　これからご紹介する場所は、古墳時代から奈良・天平時代に繰り広げ　これからご紹介する場所は、古墳時代から奈良・天平時代に繰り広げ
られた歴史ロマンへの扉が開くスポットです。られた歴史ロマンへの扉が開くスポットです。

秋にはコスモスが見事な「井
い で

出二
ふたごやま

子山古墳」

東 国 文 化
古墳時代～
奈良・天平時代

東
国
文
化
が
花
開
い
た
上
毛
野
国

古
の
ま
ほ
ろ
ば
を
訪
ね
て

東
国
文
化
が
花
開
い
た
上
毛
野
国

古
の
ま
ほ
ろ
ば
を
訪
ね
て



墳
か
ら
な
る
国
指
定
史
跡
「
保
渡
田

古
墳
群
」
が
代
表
的
で
す
。「
上か
み
つ
け
の

毛
野

は
に
わ
の
里
公
園
」
と
し
て
整
備
さ

れ
、
墳
丘
の
長
さ
が
１
０
０
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
大
型
の
前
方
後
円
墳
が
2

基
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

5
世
紀
頃
ま
で
に
造
ら
れ
た
古

墳
は
、
円
墳
や
大
型
の
前
方
後
円

墳
に
竪
穴
を
掘
っ
て
棺
を
埋
葬
し
ま

し
た
。
八
幡
塚
古
墳
も
例
外
で
は
な

く
、
復
元
古
墳
の
頂
上
に
は
埋
葬
さ

れ
た
王
の
石
棺
が
発
掘
当
時
の
ま
ま

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
圧
倒

的
な
リ
ア
ル
感
が
、
見
る
人
を
古
代

の
世
界
に
引
き
込
み
ま
す
。
ま
た
、

「
二
子
山
古
墳
」
の
後
円
部
頂
上
の
1

ｍ
地
中
に
は
、
舟
形
石
棺
が
保
存
さ

れ
て
い
て
、
実
物
大
の
写
真
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

古
墳
の
周
囲
に
は
、
当
時
行
わ
れ

て
い
た
儀
式
や
生
活
習
慣
な
ど
を
反

映
し
た
人
物
・
動
物
埴は
に
わ輪
の
素
朴
で

愛
ら
し
い
姿
が
見
ら
れ
、
古
代
人
の

お
お
ら
か
な
表
現
力
に
親
近
感
が
わ

い
て
き
ま
す
。

■
火
山
灰
に
覆お

お

わ
れ
た
１
５
０
０
年

　

前
の
古
代
社
会
が
よ
み
が
え
る

　

１
５
０
０
年
ほ
ど
前
に
榛
名
山
東

南
麓
に
は
、
東
日
本
で
も
有
数
の
勢

力
を
誇
っ
た
王（
豪
族
）が
い
ま
し
た
。

　
「
上
毛
野
は
に
わ
の
里
公
園
」
か

ら
７
０
０
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ

に
、
日
本
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た
王

の
館
跡
「
三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
」
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
遺
跡
は
埋
め
ら
れ
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
王

族
の
墓
が
保
渡
田
古
墳
群
の
大
型
前

方
後
円
墳
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

6
世
紀
初
頭
か
ら
中
頃
の
間
に
、
二

度
に
わ
た
る
榛
名
山
の
火
山
災
害
に

よ
っ
て
、
そ
の
王
が
支
配
し
た
ム
ラ

は
火
山
灰
に
埋
も
れ
保
存
状
態
が
よ

く
、
現
代
ま
で
そ
の
姿
を
留
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
か
み
つ
け
の
里
博
物
館
」
に
、
保

渡
田
古
墳
群
、
三
ツ
寺
Ⅰ
遺
跡
や
周

辺
の
土
地
か
ら
発
見
さ
れ
た
遺
物
群

が
収
容
・
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

考
古
学
者
た
ち
の
研
究
成
果
を
も

と
に
復
元
し
た
模
型
や
、
歴
史
的
な

重
み
の
あ
る
出
土
品
な
ど
か
ら
、
王

が
行
っ
た
政
治
や
水
を
祀
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
祭さ

い
し祀

の
様
子
、
こ
の

時
代
の
組
織
や
技
術
体
系
な
ど
が
浮

き
彫
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
火
山
災

害
に
よ
り
大
規
模
な
農
地
の
状
況
や

農
耕
の
様
子
が
遺
跡
に
残
さ
れ
た
こ

と
で
、
王
や
民
の
経
済
を
支
え
た
水

田
や
畑
、
人
々
が
暮
ら
し
た
ム
ラ
、

技
術
を
携
え
て
朝
鮮
半
島
か
ら
や
っ

て
き
た
渡と
ら
い
じ
ん

来
人
の
ム
ラ
や
墓
な
ど
、

１
５
０
０
年
前
に
こ
の
地
域
に
存
在

し
た
古
代
社
会
の
息
吹
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

住宅地にこんな立派な公園が !? と驚くほど広い
池というより湖のある三ツ寺公園。湧き出る地下水
が流れ込む三ツ寺堤の周囲を散歩したり、18,000
㎡の広々とした湖面に白鳥ボートで乗り出したり、
魚釣りをしたり、東屋から滝を眺めることのできる
落ちついた和風庭園で休憩したりと、水と緑に恵ま
れ様々な表情のある公園は、大人が一日楽しく過ご
せる憩いの場。また、ふわふわドームやローラー滑
り台など、子どもたちの興味が尽きない遊具、噴水
広場、昆虫観察ができる親水広場など、子ども向け
の施設も充実しています。
　ボートは土日祝祭日のみで 30分 300 円

コラムC  O  L  U  M  N

住宅街のオアシス、水と緑の豊かな公園

■三ツ寺公園
　住所：高崎市三ツ寺町 221
　TEL：027-373-2461
　駐車場：約 220台 大型可

■かみつけの里博物館（上毛野はにわの里公園内）
　住所：高崎市井出町 1514   TEL：027-373-8880
　開館時間：9時30分～17時（入館は16時30分まで）
　休館日：火曜（祝日の場合は翌日）
　観覧料：一般 200円、高校生・大学生等 100円、
　　　   　65 歳以上・中学生以下 無料
　　　      企画・特別展は別料金

 八
はちまんづか

幡塚古墳

■かみつけの里古墳祭り
　開催日時：2014 年 10月 19日（日）
　　　　　　10時～ 15時
　開催場所 : 上毛野はにわの里公園

上毛野はにわの里公園全景（手前が八幡塚古墳。
その上部に見えるのがかみつけの里博物館。右
手奥が井出二子山古墳）

1500 年前の王が行っていた“マツリ”
を「王の儀式」として再現。勾玉づくり
や古代米の試食などもあり、古墳時代へ
の時間旅行が楽しめます。

◀八幡塚古墳の後円
部頂上の地中にあ
る王の石棺



で
一
番
古
い
歌
集
で
す
。
飛
鳥
時
代

か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
様
々
な
人

が
詠
ん
だ
４
、５
０
０
以
上
の
歌
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
奈
良

か
ら
東
に
あ
る
地
方
の
人
が
作
っ
た

「
東
歌
」
が
２
３
０
首
あ
り
、
上
毛

野
国
（
現
群
馬
県
）
の
人
が
詠
ん
だ

歌
が
一
番
多
く
25
首
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
土
屋
文
明
が

『
萬ま

ん
よ
う葉

集し
ゅ
う

上か
み
つ
け
の野

國く
に
の
う
た歌

私し
ち
ゅ
う注

』
で
、

自
分
の
意
見
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

映
像
展
示
室
で
は
、「
万
葉
集
東

歌
紀
行
」
と
い
う
8
分
の
映
像
で
、

5
首
の
短
歌
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
〝
可か

み美
都つ

け氣
努の  

佐さ

の野
乃の

ふ布
波な

は

し
奈
之  

登と

り里
波は

奈な

し之  

於お

や也
波は

さ左
久く

礼れ

ど騰  

和わ

波は

さ左
可か

流る

が賀
倍え

〞

（
上
毛
野
の
佐
野
に
あ
る
舟
を
並
べ

て
渡
し
た
橋
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
離

し
て
し
ま
う
よ
う
に
、
親
は
大
好
き

な
あ
の
人
と
の
仲
を
さ
こ
う
と
す
る

け
れ
ど
、
私
は
絶
対
に
離
れ
る
も
の

か
）、
他
4
首
。

　

万
葉
集
の
時
代
に
は
漢
字
し
か
な

く
、
漢
字
の
音
を
借
り
て
日
本
語
を

書
き
表
す
と
い
う
「
万
葉
仮
名
」
を

使
用
し
て
い
ま
し
た
。

■
国
の
中
心
に
置
か
れ
た

　

知
の
拠
点
・
上こ

う
ず
け野

国こ
く
ぶ
ん
じ

分
寺

飛
鳥
時
代
、
大
化
改
新
（
６
４
５

年
）
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
地
方
を
お

さ
め
て
い
た
国

く
に
の
み
や
つ
こ

造
が
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
国こ

く
し司

が
大
和
朝
廷
か
ら
任
命

さ
れ
国こ

く
ふ府

で
政
治
を
と
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
周
辺
に
国こ

く
ぶ
ん
じ

分
寺
・

国こ
く
ぶ
ん分

尼に

じ寺
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

上
毛
野
国
の
国
府
の
場
所
は
、
ま
だ

調
査
中
で
推
定
の
域
は
出
ま
せ
ん
が
、

旧
国こ
く
ふ府
村
、
西に
し
こ
く
ぶ

国
分
町
、
東
ひ
が
し

国こ
く

分ぶ

町

と
い
う「
国
府
」や「
国
分
寺
」
に
ま
つ

わ
る
地
名
の
付
近
、
現
在
は
前
橋
市

元
総
社
町
地
区
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
道
25
号
線
を
北
へ
向
か
い
イ
オ

ン
モ
ー
ル
高
崎
店
前
の
交
差
点
「
辻

久
保
」
を
右
折
し
て
1
・
3
㎞
ほ
ど

行
っ
た
左
側
、
高
崎
市
東
国
分
町
と

前
橋
市
元
総
社
町
に
ま
た
が
っ
て
史

■
東あ

づ
ま
う
た

歌
に
込
め
ら
れ
た

　

古
代
人
の
心
情
に
触
れ
る

　

古
墳
時
代
を
堪
能
し
た
後
は
、
飛

鳥
・
奈
良
時
代
の
東
国
の
人
々
の
生

活
や
恋
心
を
描
い
た
『
東
歌
』
の
世

界
を
の
ぞ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

八
幡
塚
古
墳
の
北
側
に
、
保
渡
田

出
身
の
歌
人
・
土つ

ち
や屋

文ぶ
ん
め
い明

の
足
跡
を

常
設
展
示
し
た
「
群
馬
県
立
土
屋
文

明
記
念
文
学
館
」
が
あ
り
ま
す
。

土
屋
文
明
は
、
日
本
人
の
心
の
発は

つ
ろ露

と
も
い
う
べ
き
短
歌
を
生
涯
読
み
続

け
、
そ
の
源
で
あ
る
『
万
葉
集
』
の

優
れ
た
研
究
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

万
葉
集
は
7
世
紀
か
ら
8
世
紀
に
か

け
て
の
短
歌
や
長
歌
を
集
め
た
日
本

上毛野国歴史ロマン

上野国分寺跡に復元された築
ついがき

垣

土屋文明

■群馬県立土屋文明記念文学館（上毛野はにわの里公園内）
住所：高崎市保渡田 2000   TEL：027-373-7721

　開館時間：9時 30分～ 17時（入館は 16時 30分まで）
　休館日：火曜（祝日の場合は翌日）
　観覧料：一般 200円、高校生・大学生等 100円、
　　　　   65 歳以上・中学生以下 無料
　　　　　企画・特別展は別料金

　土屋文明記念文学館内にある農家レストラン「彩
さ い か

花」では、
地元の朝採り野菜を使ったサラダや惣菜、具だくさんの味噌汁
など、心も体もほっこりするメニューを提供。松花堂弁当、古
墳カレーなどサラダ・味噌汁付きで 800円。その他に地元産の
野菜のおいしさを凝縮した野菜ジェラートもお勧めです。
　この地域は、榛名山の噴火による火山灰の堆積でできた肥沃
な土地で、甘くて柔らかいブランド野菜『国府白菜』や伝統野
菜『国分にんじん』の産地として知られ、他の野菜も甘みが
あっておいしいと評判。地元野菜の生産・加工・販売に取り組
む農事組合法人「国府野菜本舗」が、農家レストランの運営と
あわせて、JAはぐくみに隣接した店舗でも、野菜や加工品、常
時 10種類のジェラート等を販売しています。

コラムC  O  L  U  M  N

肥
ひ よ く

沃な土地のおいしい野菜を使った
おふくろの味&ジェラート

■農家レストラン〈彩花〉
　住所 : 高崎市保渡田町 2000（土屋文明記念文学館 2F）
　電話：027-373-7721（土屋文明記念文学館）内線 206
　営業時間：平日 11 時 ～ 15時 
　　　　　　土・日曜日、祝日 11 時～17時　定休日：火曜

■国府野菜本舗
　住所：高崎市引間町 225
　電話：027-373-1121
営業時間：9時 30分 ～18時 

　定休日 : 水曜・日祝日午後

◀常設展示「短歌の世界」では、『竹取物語』の
かぐや姫をのように、日本を代表する三十六
歌人の人形が柱のケースの中に納められてい
ます。左は山部赤人、右は額田王。

東 国 文 化
古墳時代～
奈良・天平時代



と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、
や
が
て
七
重

塔
を
有
し
大
規
模
な
伽が
ら
ん藍
を
持
つ
国

分
僧
寺
が
「
国
分
寺
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
に
そ
び
え
建
っ
た

　

高
さ
60
ｍ
も
あ
る
七
重
塔

　

上
野
国
分
寺
の
寺
域
は
、
東
西

約
２
２
０
ｍ
、
南
北
約
２
３
５
ｍ
で

四
方
を
築つ
い
が
き垣
（
土
塀
）
に
囲
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
本ほ
ん
ぞ
ん尊
の
釈し
ゃ
か
ぞ
う

迦
像
を
祭
る

金
堂
を
中
心
に
南
に
中
門
・
南
大

門
、
北
に
講
堂
・
北
門
、
西
側
に
高

さ
60
・
5
ｍ
も
あ
る
七
重
塔
が
そ
び

え
、
特
に
上
野
国
分
寺
は
、
全
国
の

国
分
寺
の
中
で
も
早
い
時
期
に
整
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　

僧
寺
と
尼
寺
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
漢

字
の
知
識
を
持
ち
高
い
教
養
の
あ
る

20
人
の
僧
と
10
人
の
尼
僧
が
い
て
、

仏
教
の
教
え
や
公
衆
衛
生
の
知
識
、

正
し
い
生
活
習
慣
な
ど
に
つ
い
て
民

へ
の
浸
透
を
図
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
政
教
分
離
や
平
安
遷せ
ん
と都

な
ど
移
り
変
わ
る
と
き
の
中
で
、
仏

教
を
も
っ
て
国
を
安あ
ん
ね
い寧
に
導
く
と
い

う
聖
武
天
皇
の
壮
大
な
夢
は
あ
ま

り
長
く
は
続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
古

い
記
録
な
ど
か
ら
１
０
０
０
年
頃
に

は
築つ
い
が
き垣
や
仏
像
が
壊
れ
、
南
大
門
が

無
く
な
り
、
14
世
紀
代
ま
で
に
は
、

残
っ
て
い
た
金
堂
も
失
わ
れ
ま
し
た
。

■
史
料
と
ス
ト
ー
リ
ー
で
歴
史
ロ
マ
ン

　

を
伝
え
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

　

上
野
国
分
寺
建
立
に
あ
た
っ
て
、

７
４
９
年
（
天
平
勝
宝
元
年
）
に
碓

氷
郡
の
石い

そ
の
か
み
べ

上
部
と
勢
多
郡
の
上か

み
つ
け
ぬ

毛
野

両
氏
が
献け

ん
も
つ物

を
し
た
こ
と
が
、「
続

し
ょ
く

日に
ほ
ん
ぎ

本
紀
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ

イ
ダ
ン
ス
施
設
「
上
野
国
分
寺
館
」

に
は
付
近
か
ら
出
土
し
た
瓦か

わ
ら

が
展
示

さ
れ
、
天
平
期
か
ら
平
安
時
代
に
及

ぶ
も
の
ま
で
あ
り
「
吉
井
」「
大
山
」

「
羊
」
な
ど
郡
名
や
郷
名
、
人
名
と

思
わ
れ
る
文
字
が
刻
ま
れ
た
も
の
が

多
く
出
土
し
、
各
地
の
豪
族
か
ら
の

跡
「
上こ
う
ず
け野
国こ
く
ぶ
ん
じ

分
寺
跡あ
と

」
が
あ
り
ま
す
。

　

奈
良
時
代
の
天
平
13
年
（
７
４
１
）

に
、
災
害
や
疫
病
、
政
治
の
乱
れ
に

苦
し
ん
だ
聖し

ょ
う
む武

天
皇
は
、
仏
教
の
力

で
こ
れ
を
治
め
よ
う
と
、
全
国
68
の

国
々
に
国
分
寺
（
国
分
僧そ

う
じ寺

と
国
分

尼に

じ寺
）
を
造
ら
せ
、
京
に
は
東
大
寺

を
建
立
す
る
詔

み
こ
と
の
りを

発
し
ま
し
た
。
西

に
僧
寺
・
東
に
尼
寺
が
並
ぶ
よ
う
に

建
て
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
「
国
分
二
寺
」

創建時の上野国分寺（想像図：県教委提供）

■上野国分寺跡  ガイダンス施設「上野国分寺館」
　住所：高崎市引間町 250-1   TEL：027-372-6767
開館時間：9時 30分～ 16時 30分（入館は 16時まで）

　閉館日：年末年始入館無料

　高崎渋川線の足門交差点の側に
ある“はかりうりのおやつ”の
店。「おいしく食べると“心と体
の栄養”になる」と、この店を一
人で切り盛りする金子悠里さん
は、材料にこだわり、納得のいく
おいしさを追求しながら、スコーンやマフィン、ビスケッ
トなど焼き菓子を手づくりし販売しています。
　サクッとした表面に中がふんわりしたスコーンは、
1g=3 円で 1個 250 円前後。トッピングの素材が引き立
つマフィンは、1g=2.5 円で 1個 280 円前後。つくり手
の顔の見える安心のおやつは、自宅使いに、手土産に、素
敵なティータイムのお伴にお勧めです。

コラムC  O  L  U  M  N

■はかりうりのおやつGram lump（グラムランプ）
　住所 : 高崎市足門町 819-5 
   TEL：027-388-0395
　営業時間：11時～ 19時
　　　　　　 （完売次第閉店の場合あり）
　定休日：水曜、その他に休業する場合もあり

寄
進
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。
ま
た
、
七
重
塔
の
20
分
の
1
の
縮

尺
模
型
が
目
を
引
く
ほ
か
、
想
像
図

や
発
掘
調
査
成
果
等
が
展
示
さ
れ
、

解
説
映
像
資
料
の
上
映
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
解
説
員
の
方
が
紡

ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
が
興
味
深
く
、
古
代

の
東
国
歴
史
ロ
マ
ン
が
膨
ら
み
ま
す
。

上野国分寺跡には、七重塔と金堂の基壇と、築垣
の一部が古代工法によって復元。発掘調査は現在
も継続され、今年新たに北面の回廊とみられる遺
構が見つかり、金堂の位置の変更などの可能性も
出ています。

2014 年 10月 26日（日）開催。
講演会や発掘現地説明会のほか、当
時の服飾文化を再現した天平の衣装
行列や雅楽の調べ、舞などの天平文
化を楽しみ、国府白菜の千人鍋など
が味わえます。

天平の風を感じる「上野国分寺まつり」▶

手づくりスコーン & マ フィン の 店

※写真資料提供／群馬県立土屋文明記念文学館、高崎市教育委員会（かみつけの里博物館所蔵）
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● 03 第１１回たかさき雷舞フェスティバル

●お問い合わせ：たかさき雷舞フェスティバル実行委員会事務局（高崎市観光課内）   TEL.０２７－３２１－１２５７

　「轟くこと雷鳴の如く激しきこと稲妻の如し」と謳
われる第１１回たかさき雷舞フェスティバルを10 月
19日（日）に開催します。
　開催以来初めてとなる高崎駅西口の駅前通りを会
場にし、迫力のある流し踊りを披露します。
　今年も被災地復興支援として、宮城・福島・茨城
県からチームが参加するほか、東北地方の特産品を
販売する高崎つながり屋台横丁も開催します。
　市内外、県外から約40チームが参加。900人に及
ぶ踊り子たちが集い、ダイナミックな熱い演舞を市
内で繰り広げます。

●「キッズ広場」
　各種団体協力のもと、子供だけではなく、大人も楽しめるイベント、展示、
アトラクションを毎年行っております。今年はオリジナル缶バッチの作成
（有料）やご当地アイドルの AKAGIDAN-AKG- のステージもあり、より一
層楽しめる内容となっております。

●「ゴム動力自動車コンテスト」
　ゴム動力で走る自動車を70ｍコースで走らせ、そのタイムを競うもので、
各種マスメディアにも取り上げられるなどして注目を集めております。今
年は、一般の出走者以外にも高校生チームが参加し、迫力のある走行を見
せてくれます。

午前１０時～午後 5時10
（日）
19

午前１０時～午後 4時
もてなし広場

10 
（日）
26

● 02

第２５回 高崎マーチングフェスティバル記念大会

ＥＶＥＮＴ

ＥＶＥＮＴ

　高崎マーチングフェスティバ
ルは 25 回を迎える本年、記念
大会として米国より 2013 年の
DCI チャンピオンに輝いたキャ
ロライナ・クラウンを特別招聘
します。二日間にわたり 4つの
イベントに出演するキャロライ
ナ・クラウンの演奏演技はもち
ろん、国内トップバンドの出演、
市内の子どもたちから大人まで
数多くのバンドによる華やかな
フェスティバルをお楽しみくだ
さい。

●お問い合わせ：高崎マーチングフェスティバル協会事務局　TEL.０２７－３２６－５９２６

10 
（土）（日）
11 12・

●１０月11日（土）
　バンドクリニック　もてなし広場とその周辺　10：00～ 12：50
　記念コンサート　　群馬音楽センター　　　　18：00～ 19：30
　キッズドリル　　　城南球場　　　　　　　　10：00～ 14：00

＊上記催しの時間帯は予定です。当日は変更する可能性があります

ＥＶＥＮＴ

● 04 ＴＳＫキッズ広場 2014with ゴム動力自動車コンテスト

ＥＶＥＮＴ

高 崎 バ ル 2 0 1 4 ・ 秋
　高崎中心市街地の飲食店では１０月１６日（木）～１９日（日）にかけて、会社帰り
や買い物帰りに“食べ歩き”と“まち歩き”を楽しんでいただく飲食イベント「高崎
バル２０１４・秋」を開催いたします。
　バルとは、いつでも立ち寄れる気軽なお店という意味で、参加店がお店の特徴を生
かしたワンドリンク・ワンメニューのお得な“バルメニュー”を用意し、お客様の来店
をお待ちしております。
　６回目の開催となった初夏の開催では、和食・洋食・中華やイタリアン、カフェやバー
など、バラエティーに富んだ８１店舗が参加し、４日間で延べ７千人近いお客様で賑わ
い、回を重ねるごとに参加者も増えてきております。
　前回楽しんだ方も、初めて知った方も「高崎バル２０１４・秋」にぜひご参加ください。
　「高崎バル２０１４・秋」の参加店舗並びに各店舗のバルメニュー等の情報は、ガイ
ドマップや高崎商工会議所のホームページでご案内しております。是非この機会にま
ちなかの“食べ歩き”と“まち歩き”を楽しんでください。

《あとバル》
10月20 日（月）～ 31日（金）

●お問い合わせ：高崎市青年商業者研究会（TSK）事務局（高崎市商工振興課内）　TEL.０２７－３２１－１２５６

10 
（木） （日）
16 19～

●１０月12日（日）
　パレード　　　　　シンフォニーロード～城南球場　10：00～ 13：00
　フィールドドリル　城南球場　　　　　　　　11：00～ 15：00
　街角コンサート　　市役所前広場　　　　　　12：30～ 15：00

●もてなし広場
　　　（メイン会場）
●高崎駅西口会場
　　　（まちなか会場）
●高崎駅東口会場
　　　（まちなか会場）

各チケット好評発売中

●お問い合わせ：高崎バル実行委員会（高崎商工会議所内）　TEL.０２７－３６１－５１７１
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●お問い合わせ：高崎えびす講市実行委員会事務局（高崎商工会議所内）  TEL.０２７－３６１－５１７１

　高崎市内の小売業者が商売の福神様であるえびす様に一年
の商売繁盛を祈願するとともに、お客様への日頃のご愛顧に
対し、年に一度の報恩感謝の意を込めて大売出しを行う商都
高崎を代表する商業イベントです。
　今年は 11月 15 日（土）～ 16 日（日）に開催され、お客様
への報恩感謝と廉売を形に表した、『えびす札』と呼ばれる
抽選券付きの目玉商品を販売致します。毎年お客様にご好評
をいただいている豪華景品が当たる｢大抽選会｣をはじめ、高
校生が商品の販売と接客を競う｢熱血！高校生販売甲子園｣を
実施します。
　他にも、「富くじ抽選会」、「千社札めぐり」、「横浜大道芸」
や「まちなかファッションショー」など各商店街独自の多彩
なイベントも多数行われており、開催期間中は中心市街地が
熱気に包まれます。
　皆様のご来場を心よりお待ちしております。

● 07

● 08

11 
（土）（日）
15 16・

ようこそ高崎 人情市

●お問い合わせ：事務局 NPO法人高崎やる気堂（高崎市剣崎町1348-1）
　 TEL ０２７－３４３－５１３０　FAX ０２７－３４０－７０６７　http://ninjou.gunmablog.net/

平成 26年 10 月 26 日（日）　（午前 10 時～午後 4時）　※会場：もてなし広場
平成 26年 11 月 23 日（日）　（午前  8 時～午後 3時）　※会場：もてなし広場
平成 26年 12 月 21 日（日）　（午前   8 時～午後 3時）　※会場：もてなし広場

11 
（日）
9

ＥＶＥＮＴ

ＥＶＥＮＴ

キングオブパスタ ２０１４

高崎光のページェント 2 0 1 4

●お問い合わせ：キングオブパスタ実行委員会   TEL.０２７－３２３－２８６８

　キングオブパスタは高崎のパスタ文化やその美味しさ、魅力を発信するため、
2009 年に産声を上げました。
　６回目を迎える今年は、歴代優勝の３店舗を含む 15店舗が自慢の味を競います。
　参加方法は、５枚綴りのチケット（当日 1,500 円）を購入し、５食を試食した
後に一番美味しいと思ったお店に投票し、キングオブパスタ（グランプリ）が決
定します。枚数限定の前売りチケット（1,400 円）は、10 月 11 日（土）から高
崎駅ビジターセンター、出場 15 店舗などでご購入いただけます。詳しくはウェブ
サイトをご確認ください。
　また、会場内にはたくさんの楽しいアトラクションもあり、ご家族連れなどに
もお楽しみいただけます。
　全国有数のパスタ激戦区である高崎市。そこでしのぎを削るパスタ店の技と味
の競演をお楽しみください！

　高崎の冬を鮮やかに彩る「高崎光のページェント」は 1994（平成 6）年に
始まりました。
　21 回目の開催となる今年は「たかさき花あかり」をテーマに、たくさんの
花と光で皆様を包みます。
　高崎駅西口駅前ロータリーには、シンボルツリーのケヤキを中心に素敵な
きらめくフォトスポットが登場。駅前通りは、花の装飾と様々な光の演出で
彩り輝く通りとなります。恒例の子供達が制作する光のキャンバスは、ペデ
ストリアンデッキ上に。昼は花の美しさ、夜は花と光のコラボレーションで、
まちを幻想的に演出します。
　2008年開催の高崎花路花通りから6年。再び高崎市街地が花であふれます。
花と光の織りなす幻想的な空間をお楽しみください。

午前１０時～午後 4時
もてなし広場

午後 5時～ 10 時

開催時間が異なります

11 12 
（土） （木）
22 25~

●お問い合わせ：高崎光のページェント実行委員会　TEL.０２７－３３０－５３３３

高崎駅西口駅前広場
高崎駅西口線

※12月 27日に飾り付けで使用した
　お花をプレゼントします。
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染 色 の ま ち 高 崎 に 流 れ る
長 野 堰
な が    の     ぜ き

る
紺
屋
の
町
が
誕
生
し
た
。
高
崎
の
染
物
は

る
紺
屋
の
町
が
誕
生
し
た
。
高
崎
の
染
物
は

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、
西
上
州
一

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
が
あ
り
、
西
上
州
一

帯
か
ら
集
ま
る
高
崎
絹
を
染
め
、「
高
崎
に

帯
か
ら
集
ま
る
高
崎
絹
を
染
め
、「
高
崎
に

来
れ
ば
染
物
の
仕
事
が
間
に
合
う
」
と
ま
で

来
れ
ば
染
物
の
仕
事
が
間
に
合
う
」
と
ま
で

言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
染
物
職
人
の
多
く
は
、

長
野
堰
と
そ
こ
か
ら
城
下
に
引
い
た
支
流
の

水
を
利
用
し
た
。
旧
市
の
北
部
に
は
、
戦
後

に
至
る
ま
で
長
野
堰
に
沿
っ
て
多
く
の
染
工

場
が
あ
り
、
染
物
の
洗
い
場
が
長
野
堰
に
張

り
出
し
て
い
た
。
護
岸
は
石
積
み
で
長
野
堰

の
川
流
し
は
、
昭
和
20
年
代
ま
で
盛
ん
に
見

ら
れ
た
風
景
で
あ
る
。

　

長
野
堰
の
水
利
権
は
高
崎
藩
や
村
同
士
の

話
し
合
い
で
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、

日
照
り
に
な
る
と
水
争
い
が
起
こ
り
、
時
に

は
凄
惨
な
状
況
に
も
発
展
し
た
。
長
野
堰
の

支
流
に
は
「
地
獄
堰
」
と
名
付
け
ら
れ
た
用

水
が
あ
り
、
水
争
い
の
激
し
さ
が
伝
わ
っ
て

く
る
。
水
利
の
問
題
は
明
治
以
降
も
続
き
、

昭
和
37
年
に
地
獄
堰
を
含
む
4
つ
の
用
水
に

平
等
に
湧
き
上
が
る
「
円
筒
分
水
」
が
、
高

崎
市
立
城
東
小
学
校
の
近
く
（
高
崎
市
江
木

町
）
に
設
け
ら
れ
た
。
サ
イ
フ
ォ
ン
の
原
理

で
水
が
湧
き
上
が
る
円
筒
分
水
は
、
全
国
で

も
珍
し
い
施
設
で
、
水
の
流
れ
も
美
し
く
、

農
林
水
産
省
の
「
疏
水
１
０
０
選
」
に
選
ば

れ
て
い
る
。

●
高
崎
城
下
と
領
内
を
潤
す
16
㎞
水
路

　

高
崎
の
中
心
市
街
地
の
北
を
流
れ
る
用
水

路
「
長
野
堰
」
は
、
武
田
信
玄
の
進
行
を
防

い
だ
箕
輪
城
主
・
長
野
業
政
が
16
世
紀
初
頭

に
開
削
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
を
名
付
け

ら
た
と
い
う
。
し
か
し
、
伝
説
に
よ
れ
ば
実

は
平
安
時
代
に
長
政
の
先
祖
、
上
野
国
守
・

長
野
康
業
が
も
と
も
と
開
い
た
用
水
で
、
千

年
の
歴
史
を
持
つ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　

長
野
堰
は
、
榛
名
山
の
す
そ
野
、
箕
輪
城

に
も
近
い
高
崎
市
本
郷
町
の
烏
川
か
ら
取
水

さ
れ
た
田
園
地
帯
か
ら
市
街
地
へ
至
る
用
水

で
、
岩
鼻
町
で
再
び
烏
川
に
合
流
し
て
い
る

（
烏
川
は
利
根
川
の
支
流
）。

　

長
野
氏
が
開
い
た
長
野
堰
は
現
在
よ
り
も

は
る
か
に
小
規
模
と
考
え
ら
れ
、
水
路
の
延

長
は
１
５
９
８
年
（
慶
長
3
年
）
に
箕
輪
か

ら
高
崎
へ
城
を
移
し
た
初
代
高
崎
城
主
・
井

伊
直
政
が
進
め
た
。
水
路
事
業
は
歴
代
城
主

に
よ
っ
て
そ
の
後
も
引
き
継
が
れ
、
現
在
の

水
筋
が
徐
々
に
整
え
ら
れ

て
い
っ
た
。
総
延
長
16
㎞

に
及
ぶ
と
、
高
崎
藩
領
の

ほ
ぼ
全
域
約
１
、７
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
潤
す
こ
と
が

で
き
た
。
現
在
で
も
取
水

口
は
壮
観
で
、
豊
か
な
水

口
は
壮
観
で
、
豊
か
な
水

量
が
流
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
は
、
西に
し
あ
ら
な
み
ぜ
き

新
波
堰
、
も
し
く
は
大お
お

川か
わ

と
呼
ば
れ
た
。
高
崎
藩
以
前
の
武
将
の
名

が
付
く
「
長
野
堰
」
の
呼
び
方
は
、
そ
の
頃

の
城
主
に
は
面
白
く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

●
榛
名
湖
か
ら
取
水
を
計
画
し
た
輝
貞
公

　

長
野
堰
の
水
は
高
崎
城
下
に
引
か
れ
、
お

城
や
城
下
町
の
用
水
に
使
わ
れ
た
。
領
内
の

新
田
開
発
が
進
む
と
、
水
量
が
足
り
な
く
な

り
対
策
が
迫
ら
れ
た
。
元
禄
時
代
の
城
主
・

大
河
内
右
京
大
夫
輝
貞
公
は
、
長
野
堰
の
改

良
に
熱
心
で
、
榛
名
山
に
ト
ン
ネ
ル
を
掘
っ

て
、
榛
名
湖
か
ら
水
を
引
く
計
画
に
着
手
し

た
。
と
こ
ろ
が
吾
妻
側
か
ら
猛
反
対
を
受

け
、
幕
府
の
判
断
で
工
事
は
中
止
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
榛
名
湖
南
の
摺す
る
す
い
わ

臼
岩
下
に
は
、

掘
り
か
け
の
ト
ン
ネ
ル
が
今
も
残
っ
て
お
り

「
右
京
濠
」
と
言
わ
れ
る
が
、「
右
京
の
た
だ

濠
」「
右
京
の
泣
き
濠
」
な
ど
、
ず
い
ぶ
ん

な
呼
ば
れ
方
も
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら

２
０
０
年
後
の
明
治
37
年
、
よ
う
や
く
榛
名

湖
か
ら
の
取
水
工
事
は
実
現
さ
れ
た
。

●
高
崎
の
染
物
を
支
え
育
て
た
長
野
堰

　

井
伊
直
政
は
箕
輪
城
か
ら
高
崎
城
へ
城
下

町
も
移
し
、
高
崎
城
下
に
染
め
職
人
の
集
ま

町
も
移
し
、
高
崎
城
下
に
染
め
職
人
の
集
ま

千
年
の
伝
説
、歴
代
高
崎
藩
主
が
引
き
継
い
だ
水
路

高崎駅

R354城東小学校
円筒分水

染工場があった
エリア

長野堰

高崎市
文化会館


